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茨木小学校区 ワークショップ実施概要 

 

テーマ これからのより良い茨小校区づくりに向けて 知ろう・話し合おう 

実施内容 

第１回 

令和元年 9 月 13 日（金）19 時-21 時 24 人 

・お互いのことを知ろう 

・茨木小学校区の各団体については、お互い顔は知っているけど、それぞ

れの団体、組織がどんな活動をしているのかはよく分かっていない。 

第 2 回 
令和元年 10 月 23 日（水）19 時-21 時 26 人 

・茨小校区のこれから、やりたいこと・できること 

第 3 回 
令和元年 11 月 27 日（水）19 時-21 時 22 人 

・これから取組みたいことを整理、確認しよう。 

結果概要 

（1）子どもも高齢者も元気な茨小校区 

「子どもも高齢者も集える場所」「高齢者の居場所づくり」 

（2）安心・安全（災害に強い）な茨小校区 

  「80 歳以上の方向けの防災訓練」「高齢者と中学生の防災訓練」 

  「ドコモなどよく行くお店にハザードマップとか」 

（3）つながりが深く、地域活動・自治組織が活発な茨小校区 

  「情報共有：校区新聞や HP など茨小校区の各団体の活動を総括する地域情報誌

づくり」⇒有償ボランティア 

（4）つながりが深く、地域活動・自治組織が活発な茨小校区 

 「自治会など組織の運営について、役割分担の分散化」 

「自治会活動を楽しく参加できるか→公民館や自治会が協力し行事の充実を図

り、みんなが集える場をめざす。」 

                 
〇各組織の協力が大切（今回の WS のつながりを継続したい） 

〇各団体の年間活動を共通の通信などで発信 

〇空地、空き家を有効活用したまちづくり 

 

来年度以降

に向けて 

・校区の各種団体が集まり話し合いができたことで、今までわからなかったお互いの活

動を知ることができた。また、校区のこれからを話し合うことができた。 

•これを契機に、自治会連合会だけではなく、校区のすべての団体が１つになって活動

していくことが必要である。 

 

 

 

 



【WS の様子：写真】 

第１回 

 

第２回 
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第１ 回ワーク ショ ッ プのまと め

第１ 回はお互いのこ と を 知るをテーマに、

・ 自己紹介
・ 団体活動紹介
・ 活動から 見える茨小校区の魅力や課題

を話し 合いまし た。

＋ 楽し く 話し 合える 会議の場づく り の工夫についても

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

1

活動し ていて感じ る 茨小校区の魅力

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］主な内容（ 要点抜粋）

［ 人・ 地域のあたたかさ ］

・ 地域のあたたかさ 、 愛情、 優し さ 、 時に厳し く
・ なんと なく 顔見知り
・ 駅前一等地にあり ながら 、 人の繋がり が強く 、 仲が良い
・ 穏やかな人間関係

［ 地域活動への意識］

・ ボラ ンティ ア精神、 地域の力が強い
・ 行事に役員・ 委員がき ちんと 対応し てく れる
・ 小学校も 理解し てく れている

［ 暮ら し やすい］

・ 駅に近く 、 コ ンビニや病院等があり 、
便利

・ 閑静な住宅街
・ 商店街が賑やか

・ 犯罪が少ない
［ 楽し い活動がたく さ ん］

・ いき いき 元気ク ラ ブ、 楽し い活動を いろ いろ し ている
（ 体操・ 手芸・ ダーツ）

［ まち なみ］

・ 新旧の建物・ 住居があり 、 歴史を 感じ る建築物
・ 歴史、 文化を 大事にし ている
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活動し てよ かっ たと 思う こ と ・ でき ごと

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］主な内容（ 要点抜粋）

［ 交流・ つながり ］

・ 地域の皆さ んと 行事を通し て親睦交流ができ た
・ 情報交換
・ 地域の人を 知る機会ができ 、 地域の輪が広がり つつある
・ 声かけ挨拶、 困っ たら 相談でき る人がいるのでひと 安心

・ 他地区の人たちと の話し 合い
・ 公民館活動を通じ て多く の人と つながり が持てた
・ 顔と 名前が一致、 知り 合いがいると 、 少し 安心感がある

［ 子ども たち ］

・ 子ども の笑顔と 成長
・ 子ども と つながるこ と ができ ている
・ 登校時の子ども たちの挨拶・ 返事

［ 学び］

・ 広報誌を つく るためにいろ いろ 勉強になっ たこ と
・ いろ いろ な高齢者と 出会い、 人生の勉強になっ た

［ 防災］

・ 震災時の被災者への支援

［ 課題解決］

・ 地域の課題解決ができ た

3

活動し ていて感じ る 茨小校区の課題

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］主な内容（ 要点抜粋）

［ 地域活動の担い手不足］

・ 活動し ている人がいつも 同じ 顔ぶれ
・ 防災訓練時、 いつも 同じ 人が参加、 現役世代の参加が少ない
・ 後継者の育成、 世代交代が停滞
・ 役を 引き 受ける人はいるが途切れる

・ 若い世代が忙し く て活動に参加でき ない
・ 自治会長の負担の多さ
・ 自治会加入率の低下

［ 分から ない・ 特になし ］

・ わから ない、 特にない

［ 防犯・ 安全］

・ 永代町交番前の信号のない横断歩道
・ 商店街で道路に張り 出し て出店し ているこ と （ も っ と 品格を ）

［ 交通不便］

・ 交通が不便、 道が複雑信号のない横断歩道

［ 防災］

・ 地域の高齢化

［ 団体間の連携不足］

・ 各団体と の事業のつながり が少ない
・ PTA、 校子連のつながり が弱い
・ 年代別に分かれていて、 接点が難し い
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知っ て欲し い活動・ 自慢でき る ・ 特徴的な活動

［ 地域行事］

・ 三大行事（ ふるさ と 祭り 、 体育祭、
文化祭） オータ ムフ ェ ス

・ 地蔵盆が盛大

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］主な内容（ 要点抜粋）

［ 子ども ・ 子育て］

・ 登下校の見守り
・ PTA新聞
・ 未就園児の親子の集いの居場所・ 子育て

サロン（ 年1 0回）

・ 子ども の居場所（ 第２ ・ ３ ・ ４ 木曜日）
・ 放課後の居場所づく り 、 宿題や学習支援

で17 の講座を 提供
［ 集える 場やサーク ル活動］

・ 体操・ 手芸・ おし ゃ べり ・ 食事会
・ 子ども 食堂（ 第１ 水曜日）
・ 老人会（ いき いき 元気ク ラ ブ）

［ 防災］

・ 防災訓練や震災時の対応（ 避難所運営）
・ 毎月の自主防災会の会議、 防災士と し てのスキルアッ プ

［ 防犯］

・ 夜回り
・ 粗大ゴミ 監視のぼり

5

活動の悩み

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］主な内容（ 要点抜粋）

［ 後継者不足］

・ 後継者がいない、 同じ 人ばかり 活動し ている
・ 次の会長や役職の人選

［ 担い手の高齢化］

・ 高齢化、 体力が衰えていて活動への参加が難し く なっ た
・ 高齢者が増え、 き め細かい見守り 活動が難し く なっ た

［ 参加や担い手が広がら ない］

・ 共働き 世帯が増え、 地域の役を引き 受けても ら えない
・ 自治会員数はいても 、 同じ 人ばかり に負担がいく
・ 自治会活動への無関心（ 特に単身向け賃貸マンショ ン）
・ 活動を 案内し ても 利用者が増えない

・ 中年の人たちの住民意識を 高める必要がある

［ コ ミ ュ ニケーショ ン ］

・ 言葉に気を つかう
・ ご近所の名前を 良く 知ら ない

［ 活動が大変］

・ PTA活動の重労働
・ 若い人が多く なっ ているので、 仕事をでき るだけ少なく

［ その他］

・ 現在のと こ ろ なし
・ 団体の横のつながり

は徐々に改善、 今一
歩
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他団体や住民と 一緒に取り 組みたいこ と
連携し たいこ と ・ 助けてほし いこ と

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］主な内容（ 要点抜粋）

［ 連携でき ている ・ 助けら れている ］

・ 現在でも 助けても ら っ ている

［ 自治会加入の魅力PR］

［ 交流・ 議論・ 相互理解の場］

・ 若い世代と 議論する場
・ 他の自治会と の交流会をし たい、 どんな活

動・ 仕事を し ているのか知り たい
・ 自治会の状況を 理解し て欲し い

［ 防災・ 防犯］

・ 防災訓練への参加、 防犯活動への参加
・ 安否確認や避難所運営マニュ アルづく り

［ 連合会の活動への参加］

・ PTAの連合会への参加

［ アド バイ ス・ サポート ］

・ 接点を 増やせるよう なアド バイ ス
・ 後継者づく り アド バイ ス
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第２ 回ワーク ショ ッ プのまと め

第２ 回は茨小校区の「 こ れから 」 と

「 でき る こ と 」 を テーマに、

• 簡単な自己紹介と アイ スブレ イ ク
• 今と 未来の良いこ と ・ 悪いこ と について
• 茨小校区のこ れから のあり たい姿に向けてでき る こ

と ・ アイ デア
を 話し 合いまし た。

＋ みんなが意見や考えを話し やすい会議づく り の工夫についても

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

1

茨小校区の将来のあり たい姿

１ 班（ 食欲の秋グループ）

［ 茨小校区の今： 良さ ・ 良かっ たこ と ］

2

［ 茨小校区に将来こ う なっ てほし い］

絆がある
・ 絆が強い
・ 地域行事が積極的に活動さ れており 、 協力も でき ている

利便性が高い
・ 商店街が近く て安く 、

お店散策が面白いまち

医者が多い

子ども ・ 教育環境
・ 小学校の学童は元気で大

き な挨拶を し てく れる

緑がき れい
・ 緑地が多く き れい（ 近く

の方が清掃し ている ）

・ 茨木神社がある

高齢者の１ 人暮ら し
・ 高齢者の１ 人暮ら し が増

えてき ており 、 災害等の

ト ラ ブルが心配

道路の不便・ 危険
・ 道路が狭く 、 車での移動

が困難

・ 都市計画に不備がある

・ 街灯が少ない 生活利便性の低下
・ 商店街がシャ ッ タ ー通

り になる

・ おいし い店がなく なる

イ ン フ ラ の整備
・ JR茨木駅～阪急茨木市駅間

の車道地中化や歩道・ 自転

車道の整備

・ 電柱の地中化による景観向上

活動に参加し てく れる 人が増える
・ 校区に住みたい⇒行事に参加し たい⇒ボラ ン ティ アと し て

手伝いたい、 の流れを つく り たい
・ 積極的に活動に参加し てく れる

地域活動への参加者が減る
・ 若い人材が入会し てく れなく なり 、 活動に支障を き たす
・ まち のよ さ である 絆が薄く なる

［ 茨小校区が将来こ う なると 困る］

子ども が安心し て暮ら せない
・ 子ども たち だけで登下校がで

き ない

・ 児童が減っ てし まう

中心性や伝統がある
・ 市（ 行政） の中心

お店の閉店
・ 近く の電気店や文具店がなく なっ ていく

災害に強い
・ 去年の災害で対策が必

要だと 感じ た

子どもが元気に暮らせる
・ 同じ 町の子ども たち の

つながり がよ い
・ 明る く 元気に挨拶でき

る まち

コ ン セプト がある
・ 立命館大学が来たよ う に文

化のある まち になる と よ い

［ 茨小校区の今： 課題・ 困っ たこ と ］

自治活動参加者の顔ぶれが変わら ない
・ 自治会活動に継続し て活動する 人がいないため、 いつも 同

じ 人が役を し ている



茨小校区の将来のあり たい姿に向けたアイ デア

3

［ 地域活動の継続・ 絆づく り ］ に向けて
●会長を 輪番制にするこ と で、 参加意識を高めるこ と が出来るのではないか。

⇒組の中での支援や、 前会長も 役員と し て残るなど、 会長を 支える体制ができ ている。
●新たに活動に参加する方に自由に取り 組めるよう にする、 新し い発想を止めない。

［ 災害に強いまち ］ に向けて
●避難訓練が年々レ ベルアッ プし ている。 専門家と も 連携し ている。
●組織同士の協力が大切。

１ 班（ 食欲の秋グループ）

［ まち のコ ン セプト づく り ］ に向けて
●住みたいまちラ ンキング上位を めざす。
●SDGｓ に取り 組む。

4

［ 茨小校区に将来こ う なっ てほし い］［ 茨小校区の今： 良さ ・ 良かっ たこ と ］

地域の繋がり がある
・ 穏やか、 買い物中も 会話

が多い

・ 自治会、 こ ども 会が活発
なと こ ろ

・ 公民館の三大行事（ 地域
の祭、 体育祭、 文化祭）

でコ ミ ュ ニティ ができ て
いる

・ 事業への協力者が多い

生活し やすい環境が

ある
・ 交通事故も 少ない
・ 静かで環境が良い

・ 中心にある ため便利
・ 住み良い地域だと 思う

も っ と 地域の繋がり が深いまち へ
・ 各種行事に参加する 人、 自治会への加入者が増えればいい
・ 住み心地を 良く し て、 次の世代が転入し てく れる まち へ

→コ ミ ュ ニティ デイ ハウスの活用、 楽し い居場所があれば！

→１ 人でも 来やすいと こ ろ が必要
→建物と その世話人が必要

・ 他市に比べる と 満足度は高いかも し れない

商店街がにぎやかになっ てほし い
・ 活気ある 魅力ある 商店街に！
・ 商業地だから こ そのおし ゃれな生活を楽し みたい（ 昼、 夕食）

→お客さ んが安全・ 安心し て買い物でき る 環境が必要
→茨木市の中心と し て活性化が必要

［ 茨小校区の今： 課題・ 困っ たこ と ］

危険を 感じ る 歩行環境
・ スマホし ながら の自転

車の運転

・ 歩道がせまい

ごみ捨てのルールが

守ら れていない
・ 時間外のごみ捨てでカ

ラ スが群がっ ている

地域の繋がり の持続性が低下し ている
・ 人と 建物の入れ替えが多く 、 コ ミ ュ ニティ に持続性

がない
・ 名前（ 表札） が分から ない
・ 幼稚園、 小学校の子供が卒業すれば参加する こ と が

減少する、 現状、 青年団の組織がない

［ 茨小校区が将来こ う なると 困る］

自治会の役割・ 機能が低下す

る こ と
・ 自治会への参加が減少、 公民館の

行事の参加者が減少し 、 でき なく

なる
・ 自治会の加入が下がる こ と

・ 子ども 会が無く なる

地域のつながり が弱く なる
・ 自己中心的な考えが進む

商店街がさ ら に寂れ

る こ と
・ 自転車の無秩序な駐輪

によ り 、 歩き にく い商

店街になる

・ 閉店が相次ぎ活気がな
く なる

2 班（ スポーツの秋グループ）

茨小校区の将来のあり たい姿



茨小校区の将来のあり たい姿に向けたアイ デア
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［ も っ と 地域の繋がり が深いまち へ］
●自治会に義務的に入会し ても ら う
・ 自治会の良さ は入っ てから 徐々に感じ ても ら う 。
・ 地震などピンチを 上手に使っ て、 自治会の意義や良さ をアピールする。
・ ワンルームを たてたオーナーが責任を も っ て自治会加入をすすめる。

［ 商店街がにぎやかになっ てほし い］
●商店街で今回のよう なW Sを 開催する
・ まずは現状認識の共有から 始め、 市・ 地域・ 商店街と のつながり を 徐々に深めていく 。
・ 市は広い視点を 持ち、 個人商店を どう 守っ ていく のか考えていく 必要があるのでは。

●安全安心な歩行環境を つく る
・ 駐輪場を つく る必要があるのでは。

2 班（ スポーツの秋グループ）
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［ 茨小校区に将来こ う なってほし い］［ 茨小校区の今： 良さ ・ 良かっ たこ と ］

住みやすさ
・ 川がある から 涼し い気も する
・ 小学校や商店街や駅も 近く 、

生活がし やすい

・ 夜も 安全
・ 道が整備さ れている
・ 新規参入者から し ても

生活し やすいと 評判

いい人間関係
・ 挨拶運動が毎日

さ れている

・ 隣近所を 知っ て
いる 空気感

地域活動の活性化
・ 多く の人が地域活動に参加する よ う になっ てほし い

→直接会っ て説得が必要

子ども が暮ら し やすい茨小校区へ
・ 一つの中学に集中さ せてあげたい→小中一貫校

役員の負担軽減
・ 自治会の規約や役割の整理

→自治会の垣根を 飛び越えた意見交換

自治会を 小さ く する or統合（ 組織規模や活動）
→イ ン セン ティ ブを 用意する

［ 茨小校区の今： 課題・ 困っ たこ と ］

ゴミ 問題
・ ゴミ 当番が若い世代の負担になっている
・ カ ラ スがゴミ に群がる

交通問題
・ 中心街は道路が狭い
・ 古い町並みなので、 区画整理の問題

コ ミ ュ ニケーショ ン
・ 挨拶し ない子がいる

［ 茨小校区が将来こ う なると 困る］

高齢者問題
・ 高齢者の居場所がなく なる
・ 老人会がない自治会は、

つながり がなく なる

若者の参画不足
・ 若い世代が入っ てこ なく なる
・ 若い世代が自治会に入ら ない

空き 家や空地の増加

自治会の解散
・ 自治会離れによ っ て

町の情報が流れない

３ 班（ 読書の秋グループ）

茨小校区の将来のあり たい姿
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［ 子ども が暮ら し やすい茨小校区へ］
●子ども たちが中学進学を 理由に疎遠になら ないよう に
・ 小中一貫校は制度的に難し いが、 視野に入れても ら いたい。
・ 子ども たちが繋がれる、 何か工夫が必要。

［ 地域活動の活性化］
●空地・ 空き 家を 有効活用し たまちづく り が必要。
・ 高齢者の居場所や若い世代の集いの場と し て活用し てみてはどう か。

●区画整理の見直し

・ 道路の見通し が悪い箇所など、 区画整理のレ ベルから 見直せないか。

３ 班（ 読書の秋グループ）

［ 地域の役員の担い手発掘へ］
●も っ と 気軽に地域（ 自治会） の役員を 担える仕組みへ
・ 自治会の規約や役割など、 一度整理し てみると 良い。

その整理を 自治会の垣根を 飛び越えて交流し ながら 見出し てみてはどう か。
・ 自治会の組織体を 小さ く し たり 、 統合し たり し てみてはどう か。

●自治会の役員参加のメ リ ッ ト を 作る
・ 人は何かイ ンセンティ ブがないと 動かない。

税金の免除や補助などのイ ンセンティ ブが必要ではないか。

8

［ 茨小校区に将来こ う なっ てほし い］［ 茨小校区の今： 良さ ・ 良かっ たこ と ］

交流・ 集い
・ 交流の場がある
・ コ ミ ュ ニティ スペース

に人が集まっ ている
・ 清掃活動が交流のきっ

かけ
・ 一斉清掃の活動は多世

代が参加できる場

・ 4 ～5 人集まっ てウォ ー
キングするグループが
自然と 生まれる

（ 集う 場が中心部に偏る問題は
ある）

人材
・ 元気な高齢者

・ 転入者も 多く 若い人の転入
がある

・ 優し い人が多い

交流の場・ 機会を 増やす
・ 老若男女が話ができる
・ ふれあいの場が身近なと こ ろに
・ 隣近所の顔の見える関係
・ く つろげる場を増やす

［ 茨小校区の今： 課題・ 困っ たこ と ］

情報不足・ わかり にく さ
・ 情報が行き渡ら ない
・ 活動が見えにく い
・ 活動の情報発信が必要
・ 古く から ある仕組みが

わかり にく い

若い世代の参加不足
・ 若い人と のつながり が薄い
・ 活動への参加のきっ かけが

わかり にく い
・ 担い手の引き継ぎがし にく い

役割の偏り
・ 自治会長に頼り すぎ
・ 子ども に関係するこ と はPTAも 動いてほし い

［ 茨小校区が将来こ う なると 困る］

地域活動に無関心になる
・ 無関心になる のはイ ヤ
・ 「 好き やから やっ てる 」

と 言われる のはイ ヤ

自治会の衰退
・ 自治会が崩壊する のが怖い
・ 自治会がなく なると

安全・ 安心・ 文化の面が
低下する

交流のない町
・ 高齢者と 若い人の交流が

なく なっ ていく

災害に対応でき ない町
・ 河川があふれる と 怖い

４ 班（ 芸術の秋グループ）

活発な活動
・ 活動する人

が多い
・ 見守り 活動
・ 地域活動に学

校も 協力的

まち
・ 利便性が

高い
・ 歴史が有

り 、 地域
愛が強い

まちの課題
・ 空き家の増加
・ 細い道の車の速度

連携不足
・ 似たよう な活動があるのに連携

できず、 活動がし んどく なる

・ 各団体がし っ かり し すぎてるの
で連携が進まない

自治会の
加入促進

団体・ 人材のネッ ト ワーク
・ 自治会長の仕事が多い、 協力し 合いたい

安全・ 防災
・ 歩道を分離し て

安全に
・ 川の氾濫への

対応

活動でき る 組織にし たい
・ 活動し ない役員問題（ 当て職をやめる）
・ 誰にバト ンを渡すのか難し い
・ １ 人が倒れても 継続できる組織に

茨小校区の将来のあり たい姿
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［ 地域活動に参加し やすい茨小校区へ］
・ 楽し みながら 一人一役でき るよう な仕組み。
・ PTA経験者は頼めば動いてく れる人、 子ども が中学を 卒業すると つながり がなく なる

ので、 高校・ 大学の間のつなぎを 考える。
・ PTAのOBが集まれる場を つく ろ う 。

・ 気安く 一緒に参加でき る活動を 増やすこ と が必要（ 凧揚げなど） 。

［ 地域活動の見える 化］
・ 各種団体の年間活動を 共通の「 通信」 などで発信。
・ 情報整理をするこ と を 通じ て、 団体間の交流も 進むこ と が期待でき る。

４ 班（ 芸術の秋グループ）

［ まずは共有から はじ める （ やれる こ と から こ つこ つと ） ］
・ 一緒に活動すると し ても 流儀が違う 。
・ まずは情報共有から はじ める。
・ 災害の時は共有でき る。

茨小校区の将来のあり たい姿

５ 班（ 私なり の秋グループ）

［ 茨小校区の今： 良さ ・ 良かっ たこ と ］

10

［ 茨小校区に将来こ う なっ てほし い］

便利で交通利便性も ある
・ 駅前一等地（ JR・ 阪急に近い）
・ 公共施設、 買い物、 病院など便利

・ 遠方へ出かける 際の交通の便が良い

居住と 賑わいのエリ アのバラ ン スが取れたまち
・ メ イ ン 道路が混雑し ない

イ ン フ ラ がし っ かり し ている
・ 水道・ 電気・ ガスの供給安定

子ども ・ 教育環境
• 小中高が近い、 マン

ショ ン には子ども が

多い
治安が良い・ 安全
・ 犯罪が少ない、 街灯が整

備、 大規模火災がない

災害時の不安
・ 電気、 ガスのイ ン フ ラ STOP

道路の不便・ 危険
・ 道路の流れが悪い（ メ イ ン 道路が片側１ 車線・ 渋滞）
・ 危険な交差点

・ 自転車と 自動車の分離
・ 四つ角のスミ 切り が少ない

各町間で世代や自治会活動の参加に差・ アンバラ ンス

・ 地域活動への参加に偏り
・ 駅前再開発などで新住民が増え、 自治会と 関わら ないマン

ショ ン 住民と の分断（ 災害時） が心配 生活利便性の低下
・ 生活に必要なも のが手に入ら なく なる

子ども ～高齢者まで住み良いまち
・ 子ども の声が聞こ える まち
・ 高齢者の住みやすい環境

安心・ 安全なまち に「 近づく 」
・ 防犯カ メ ラ が増設、 犯罪抑止になっ ている
・ 建物のセッ ト バッ ク ： 歩行者が安心し て歩ける まち

・ 防犯・ 防災に携わる 自治会員が日常的に活動
・ 災害時でも イ ン フ ラ が止まら ない

［ 茨小校区の今： 課題・ 困っ たこ と ］

道路の利便性低下
・ 狭い道路がそのまま 放置さ れる

［ 茨小校区が将来こ う なると 困る］

住宅・ 住民の多様性がなく なる
・ 今ある 学生向けマン ショ ン が将来単身高齢者の住ま

いになる 可能性が高い

・ 単身高齢者の見守り が大変

・ 資産価値が下がる



茨小校区の将来のあり たい姿に向けたアイ デア
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［ 居住と 賑わいエリ アのバラ ン スが取れたまち ］ に向けて
人口減少の中でも ・ ・ ・
●今の治安を維持する
●子育て環境を 維持する
●他地域の人を 受け入れる風土を 維持する

［ 安心・ 安全なまち に「 近づく 」 ］ に向けて
●お互いの顔が見える関係づく り を 進める
・ 表札がない家が増えている→関係づく り につながら ないのでは。

●防犯活動の継続

・ 防犯制度と 巡視員制度を 統合し 、 大き く でき ないか。
→１ つのまちぐ るみの組織づく り を する（ 縦割り はダメ ）

●交通安全講習
・ 「 ながら スマホ」 の撲滅に向けた中高生向け解説。
・ 毎年変わる自治会役員向けに「 交通ルールの説明会」 「 オレ オレ 詐欺実例の講習会」

を 実施する

５ 班（ 私なり の秋グループ）



第３ 回ワーク ショ ッ プのまと め

第３ 回はこ れまで話し 合っ たこ と をも と に、

茨小校区で「 こ れから 取り 組みたいこ と 」
を整理し まし た。

• 簡単な自己紹介と カ ード を 使っ たアイ スブレ イ ク
• テーマ別で取り 組みアイ デアを 話し 合い・ ・ ・

• アイ デアの中から 取り 組める も のや優先順位を
を 話し 合いまし た。

W S全３ 回のまと めと し て、 校区の各種団体が集まり 、 引き 続き 話し
合う 場やW Sで出さ れたアイ デアを 具体化し ていく 必要性、 市から の支

援制度について確認し まし た。

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

1

１ 班（ 子ども も 高齢者も 元気な茨小校区）

テーマ 課題・ 問題意識 取り 組みアイ デア

（ 取り 組んでいるこ と ）

子ども の活動の充実 子ども のための活動は充実し ている。 ただし 、
町によっ ては子ども 数が減り 、 取組に課題があ

ると こ ろ も 見ら れる。

• 町会の会費をこ ども 会で使えるよう にし
ている。

子ども の見守り 昨年の地震が発生し た際に、 通学中の子ども た
ちがと ても 怖がっ ていたこ と など見守り は必要。

• 以前より 取り 組んでいた見守り 活動に協
力し てく れる方ができた。

子ども の居場所づく り 子ども 食堂を 実施し ており 、 周知も し ているが
参加者が増えない。

＝潜在的に困っ ている子ども が見つけら れてい
ない。

• カ フ ェ の定休日を借り て子ども 食堂を 実
施し ている。

子ども の遊び場づく り 子ども たちの遊び場が少ない。 • 朝、 校庭を開放する。

高齢者の居場所づく り 買い物に行っ て帰るまでに休憩する場所がない。 • お茶を 飲めたり 、 休憩できる居場所をつ
く り たい。

• 自宅の１ 室を地域の人が寄っ てこ ら れる
場所と し て貸し ている方がいる。

高齢者情報の把握 個人情報保護の関係で、 高齢者の情報は民生委
員から 自治会長に伝えるこ と ができない。

地域活動への参加 （ 子ども に） 地域の取組に参加し ても ら いたい。 • 子ども が興味を 持てるコ ンテンツを盛り
込む（ 警察犬やサッ カ ー選手など） 。

• 声掛けする人を つく る（ 自治会長に参加
者確保のノ ルマをつく るなど） 。

こ れから 取り 組みたいこ と （ 取り 組めそう なも の・ すぐ に取り 組むべき も の）

• 高齢者の居場所づく り に向けて、 遊休施設を活用でき ると よい。 市と 話し 合いができないか。



２ 班（ 安心・ 安全な茨小校区： 災害に強い）

テーマ 課題・ 問題意識 取り 組みアイ デア

河川 堤防が傷んだり 、 泥が溜まっ ていたり し ており 不安があ
る。

• 堤防の整備を提案する。

避難場所 避難場所について、 そも そも 情報が知ら れていない。
どう いう と き に、 どのよう に避難場所を使う こ と ができ

るのか、 まず情報を知る取り 組みが必要。

• 避難場所についてのＰ Ｒ を行う 。
• 情報に触れやすいよう に校区内のお店に

ハザード マッ プを置いても ら う 。
• 市役所から 情報を入れても ら う 。

個人情報（ 安否
確認）

イ ザと いう と きに安否確認を するための情報も 仕組みも
ない。

火災の予防 消火器の使い方を 知ら ない人が多い（ 特に高齢者など、
普段訓練に参加し ていない人） 。

子ども を 災害時に守るべき だが、 中学生は災害時の避難
所運営などの担い手にも なり える。

• 普段、 消火器の使用訓練をし ていない人
こ そ、 訓練に参加し ても ら う べき。

• 高齢者と 中学生が参加する防災訓練を 実
施する。

防災面から 考え
た道路

消防車等が入れない道路がある。
道路を作るのは難し いのでポイ ント を 絞っ た整備を 考え
る必要がある。
災害から 復興する際に整備ができ る可能性がある。

• 道路を 整備するための基本的な構想を つ
く る。

交通マナー 車のスピード が出すぎていて危険がある。
舗装の色だけで区分し ている自転車道は逆に危ない。

• ハンプ（ 減速を 促すための道路の構造
物） の設置を提案する。

• 自転車道を つく るこ と を提案する。

• 避難場所についての情報を得るために、 市役所から 担当者に来ても ら い、 勉強会を実施、 また、
校区内のお店にハザード マッ プの設置を働き かける。

• いつも やっている防災訓練を工夫して、 普段は参加していない人にこそ消火器訓練などをやって
も ら う プログラムを考える。 （ 高齢者と 中学生のための防災訓練など）

こ れから 取り 組みたいこ と （ 取り 組めそう なも の・ すぐ に取り 組むべき も の）

３ 班（ つながり が深く 、 地域活動・ 自治組織が活発な茨小校区）

テーマ 課題・ 問題意識 取り 組みアイ デア

自治会の仕組み
の再考

一度引き受けると 、 数年役を 務めざるを 得ず
大きな負担と なっ ている。

こ のよう な状況も 相まっ て後継者がなかなか
見つから ない。

• 任期制・ 輪番制を 導入し 、 任期後は顧問と し て後任
のサポート に回る体制にする(輪番制には反対の意見

も あり )。
• ブロッ ク 制を 導入し 、 地域で役割を回し ていく 。

地域内団体間で
の情報共有

地域活動が活発だと は思う が、 他の団体が何
を し ているのかよく わかっ ていない。

• 校区新聞やH Pなどを 作成する。
• 地域の団体役員同士の交流会を企画する(困り ごと な

どを 相談でき る場、 会議形式ではなく 茶話会のよう
な形式)。

• 校区の各団体を総括する部門(事務局)をつく る。
• 自治会規約を 各町で精査し 共有する。
• 地域の人材育成（ アイ デア例： 「 自治会士」 ） 。

地域活動への関
心向上

自治会加入率は下がっ ており 、 特に若い人の
参加率が低く なっ ている。

• イ ベント や行事を 通じ た勧誘を 積極的に行う 。
• 校区の中での若手グループをつく り 、 若い人が入り

やすい環境を つく る。
• 地域活動への参加は1 年に2 ～3回だけで良いなど、

予め回数を決めておく こ と で、 参加のハード ルを 下
げる。

こ れから 取り 組みたいこ と （ 取り 組めそう なも の・ すぐ に取り 組むべき も の）

• 各団体の行事内容やその目的・ 目標を共有する機会を設ける（ まずは年２ 回） 。
• 自主防災訓練において自治会未加入の人に参加を呼び掛ける。 そのう えで、 まずは自主防災訓練

に参加し ても ら えるよう 、 内容の充実及びボラ ンティ アスタ ッ フ と し ての参加要請を検討する。
• 若い人の自治会参加を促すために、 こ ども 会に積極的に声をかける。



４ 班（ つながり が深く 、 地域活動・ 自治組織が活発な茨小校区）

テーマ 課題・ 問題意識 取り 組みアイ デア

交流の場づく り
自治会の中でも 、 も っ と 交流の場が欲し い。
（ 高齢者と 子ども 達が一緒にできるこ と ）

• 行事を簡単な準備ででき るも のにする。
（ 自治会のク リ スマス会やビンゴ大会など）

• 公民館と 自治会が協力し 合う 。

子ども を 通し た
つながり づく り

市立でなく 私立の幼・ 小・ 中・ 高へ行っ た子
ども は地域のつながり が薄く なり がち。

• 町単位で気軽に出来るイ ベント があれば良い。
• 公民館の行事に自治会から 多く 参加し ても ら い集

まっ て懇親。

子ども たちが参加でき る行事が必要。

• 年ごと の同窓会を作っ てみる。
（ 卒業年度に応じ て特別チケッ ト を配れば、 みんな

が集まり やすく なるのではないか）
• eスポーツを 子ども 達と やっ てみる。
• ふるさ と 祭の活用。

新し い住民と の
つながり づく り

全く 知ら ない人が増えてき た。 どう し たら 顔
見知り になれるか。

• 老人会と 若い方の会をつく る。
• ニュ ースポーツの大会を やっ てみる（ 地域対抗） 。

自治会加入率 自治会加入率の低迷。
• 役割分担の分散化を 図る方策を検討する。
• 自治会長の輪番制を 導入する。

• 自治会・ こ ども 会加入条件を 緩和する。

行政に期待する こ と • 茨木市内一律の自治会費にし 一斉加入を義務付ける。
• 自治会活動に対する行政のバッ ク アッ プを 強化する。

• 各自治会の加入世帯数のばら つき が大きいので、 行
政指導のも と 住居区画の変更をする。

こ れから 取り 組みたいこ と （ 取り 組めそう なも の・ すぐ に取り 組むべき も の）

• ニュ ースポーツの大会をやっ てみる（ 地域対抗） 。
• 自治会・ こ ども 会加入条件を緩和する。
• eスポーツを子ども 達と やっ てみる。

• ふるさ と 祭り を活用し 、 つながり を深める。
• 行事を簡単な準備でできるも のにする。

（ 自治会のク リ スマス会やビンゴ大会など）

全３ 回ワーク ショ ッ プを ふまえた
今後について

• 校区の各種団体が集まり 、 話し 合いを でき たこ と で、

今までわから なかっ たお互いの活動を 知る こ と ができ
た、 校区のこ れから を 話し 合う こ と ができ た。

• こ れを 契機に、 自治会連合会だけではなく 、 校区のす
べての団体が１ つになっ て活動し ていく こ と が必要。

ワーク ショ ッ プで出さ れた校区の今後のあり たい姿・ 課題
や活動アイ デアを 形にし ていく ため、
今回のワーク ショ ッ プのつながり を 継続し 、 市の支援も 受

けながら 、 各団体の年間活動を 共有する 通信を 発信する な
ど、 引き 続き 前向き な話し 合いを 続けていく 。

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］



問１ 出席者について

問２ ワークショップに参加して良かったと思いますか。

【理由】
①茨小校区の皆さんの意見が良くわかりました。
②色々な意見が聞けたこと
③それぞれの立場で問題点を話し合った事が特に良かった。
④いろんな意見がきけたこと
⑤皆さんと仲良くなれた！
⑥様々な立場の方の意見や想いがきけたこと。次につながる予感！！
⑦これまでは自治会内の共有のみであったが、初めて茨小校区内の皆様と課題共有ができたので。
⑧他の地域の活動内容が良くわかった。
⑨他の自治会役員サンと話ができて良かった。
⑩知りあいの幅が広がりました。
⑪いろいろな意見やアイデアを聞くことが出来た。
⑪情報交換ができた。
⑫自分では分からなかった事が分かった。
⑬他自治会の方々の意見、思い、などや、そこでの問題点などを聞くことができた。
⑭ひとつの改善手法として、自治会内の問題に取り組んでいきたい。
⑭いろんな組織の方々とおはなしすることができたので。

問３ ワークショップの内容について

地域活動の活性化に向けたワークショップ　アンケート集計（茨木）

問１ 回答数
～40代 2
50代 5
60代 3
70代 10

80代以上 2

問３ 回答数
と て も 良 か っ た 8
良 か っ た 14
普 通 0
良 く な か っ た 0
未 回 答 0

問２ 回答数
と て も 良 か っ た 9
良 か っ た 11
普 通 2
良 く な か っ た 0
未 回 答 0



【理由】
①スタッフの皆さんが良くリードしてくださり、進行が速やかだった。
②地域が一体になったように思う。
③身近なことが、
④今後、多少役に立つ内容ではあった。
⑤ゆっくりお互いを知りあうことに時間を使えた。
⑥毎回アイスブレイクを実施していただき、話しやすい雰囲気を作っていただいた。
⑦途中から（３回目）の参加だったが、わかりやすかった。
⑧無理に結論を出さない進め方がよい。
⑨重要な課題であり、ざっくばらんに話し合いができた。
⑩自分達の住む所について、よりよくしようと取り組むきっかけ（発想）を掴むことができた。
⑪もう少し深めたかった。

問４ ワークショップの時間について

問５ 今回のワークショップの経験を生かして、地域において継続して取組を進めたいと思いますか。

問６ 今回のワークショップ以外に取り上げたいテーマがあればお聞かせください。

①「茨木市に望むこと」をテーマに各校区で開催すれば、市民の生の声を拾えると思う。
②道路幅拡張、一方通行の継続など住民の意見を直接聞く場の設定
③子供達への教育、倫理について
④今後確実に発生するであろう地震、水害に対応した話題
⑤理論、口上より実行を。

問７ ワークショップの感想などをお聞かせください。

①皆さんの気持ちがさめないうちに地域協議会を進めていかれてはどうかと思います。
②難しい問題ですが、努力するしかないのかな。
③地域活動で思っている事が言えた。
④男性の参加者が多いため、夜の７～９時のワークショップは少しこたえる。
⑤新しい考え方を習得出来た。

問５ 回答数
思 う 15
どちらともいえ ない 6
思 わ な い 0
未 回 答 1

問４ 回答数
長 か っ た 1
ち ょ う ど 良 か っ た 17
短 か っ た 3
未 回 答 1



⑥貴重な機会ときっかけをありがとうございます。今回のワークショップで出た意見が各団体の長
など意思決定ができる立場の方に前向きにとらえていただけるといいなと思いました。
⑦茨小校区内の絆を強める大変素晴らしい取り組みだったと思います。全３回にわたってご準備
いただきました茨木市職員の皆様、本当にありがとうございました。
⑧話すきっかけになって良かった。
⑨講義を聞くだけではねむくなります。適当に発言の機会があって楽しいです。
⑩参加して良かったです。有難うございました。
⑪意見交換が出来てよかった。
⑫いつも考えていることを話し合いできたことは、良い機会であった。参加してよかった。
⑬自治会の問題等も少しでも分って良かった。
⑭皆さんとお話しできて大変有益でした。同じ様ななやみもあり、全く別な想いもある。
人それぞれだが、目的（目標）が共有できれば同様の方向性が生まれ進んでいけるものだと感じた。
良いワークショップだったと思いました。
⑮ひとつの改善手法として、自治会内の問題に取り組んでいきたい。
⑯色々と聞かせていただきましたが、なかなか実行出来るかどうか。
⑰まだおはなしできていない人もいたので残念でした。
全体ミーティングなどもあったらうれしかったです。
⑱地域（校区）の人とのつながりができた。
⑲討論の結果が出れば良いですね。



 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

 

ワークショップ当日資料等 

   



第１ 回

2019年9月13日（ 金） 19 :0 0-21 :0 0

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

こ れから のより 良い茨小校区づく り に向けて

知ろ う ・ 話し 合おう

［ 茨小校区 ］

お席のご案内

開会時の

お席は自由
です

途中から ５ つの班に分かれて話し 合います。

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］



●少子高齢化に伴う人口減少や人口構造の変化

●自治会加入率の低下（約６０％）

●高齢化による担い手不足

●人々の価値観の変化

●ライフスタイルの多様化

【背景】

●核家族化、単身世帯や共働き世帯の増加

●自治会等の役員就任への負担感

●地域活動に対する負担感

【現状（課題）】

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

ワーク ショ ッ プ開催の目的

【影響】

●自治会等への未加入や脱会

「安全・安心で住みよいまちづくり」

●防犯、防災、福祉、環境などの自治会機能が縮小

への影響が懸念される。

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］



■ワークショップ対象及び目標

〇地域自治組織結成校区

地域コミュニティ基本指針

⇒「地域が主体的に行う取組」の一つである

「協議の場づくり」として実施。

〇地域自治組織未結成校区

地域コミュニティ基本指針

⇒「地域が主体的に行う取組」の一つである

「地域自治組織づくり」として実施。

目標「人材の育成、地域活動の活性化」

目標「担い手の充実、活動への参画」

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

〇地域自治組織づくり

各地域組織が、各々、単独で活動

⇒ 地域力が有効に機能している？

これを避けるためには

⇒ 地域に関わる団体の調整機能が必要

【期待される効果】

幅広い活動内容の充実や多様な担い手の確保

「地域の結束力が高まる」

組織間の連携・協働を促す機能を担う統括的組織

「地域自治組織」づくりを推進！！



ワーク ショ ッ プ
全３ 回の流れ

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

第１ 回 お互いのこ と を知ろ う 9 /1 3 （ 金）

第２ 回
茨小校区のこ れから 、 やり たい

こ と ・ でき るこ と を 話し 合おう
1 0 月

第３ 回
こ れから 取り 組みたいこ と を

整理、 確認し よう
1 1 月

本日の目的

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

お互いのこ と を 知ろ う ！

1 9 :0 0 - 趣旨説明など

1 9 :1 0 - 参加者全員（ アイ スブレ イ ク ）

1 9 :3 0 - グループに分かれて（ 自己紹介）

2 0 :0 0 - そのままグループで（ 活動紹介）

2 0 :4 0 - 全体で話し たこ と ・ 感想を 共有

2 0 :5 5 - まと め



地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

1. みんなの話は反対せずフムフムと聞こう

2. 自分の話は簡潔にサクサクと話そう

3. 思っていることをドンドン出そう

4. みんなで力を合わせてワイワイ盛り上がろう

5. 楽しくニコニコと参加しよう

グループにはフ ァ シリ テータ ーと 呼ばれる 、 話し 合いのサポート 役がいます。
（ 話を し やすい場にし たり 、 整理し たり 、 よ り 良い話し 合いを 促す人です

話し 合いで大切にし たいこ と

全体でアイ スブレ イ ク

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

全員で１ 列に並ぼう ！

後ろ のスペースみなさ ん移動し てく ださ い。

「 誕生日」 の順に

全員が１ 列で並んでみてく ださ い。



全体でアイ スブレ イ ク

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

今日はどんな人が
参加し ているのでし ょ う か？

①いく つか質問をし ていきます

②思っ た答えの色の画用紙を挙げてく ださ い

③周り も 見渡し てみてく ださ い。

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

地域での活動歴は？

2 0 年以上

1 0 年以上2 0 年未満

5 年以上1 0 年未満

１ 年～数年



地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

茨小校区のおすすめ・ 自慢は？

茨木小学校

茨木神社

元茨木川緑地

その他

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

地域での活動は？

楽し い

し んどい

楽し いし ・ し んどい

どれでも ない



地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

地域で活動し ていてよかっ たこ と は？

知り 合い・ つながり

感謝・ あり がと う

まちがよく なっ た

特にない・ ・ ・

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

地域で活動し ていての今の悩みは？

後継者

時間がない

新し いこ と ができ ない

その他



グループに分かれて話そう

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

自己紹介

①所属団体等

②名前

③

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

活動紹介



みんなで地域づく り をやっ ていく ための

話し 合い・ 対話の場の工夫

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

会議に参加する人の気分などはその時・ それぞれ

初めて出会う 人同士なら どう し ても 緊張する

①アイ スブレ イ ク （ 場を 和ませる ・ 柔ら かく する ）

・ 知っ ている仲でも 自己紹介

・ 身体を 動かし てみる
・ どんな人がいるか知る機会を つく る

会議では聞く ばかり （ 言いたいこ と あっ ても ）
決まっ た人し か話せない・ ・ ・

②意見や考えを 言いやすい場づく り
・ 全体で話し 合わずに少人数で一度話し てみる
・ お茶やお菓子を 置いてみる

・ １ 人ひと り が考えを 書いてみる
・ 会議の机のレ イ アウト ・ 並びを変えてみる
・ 資料説明する人と 会議を 進行する人を 分けてみる

次回（ 第２ 回） 予定

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

2 0 1 9年10 月2 9日（ 火）
1 9時 ～ 2 1時

今日話し 合っ た
それぞれの活動・ 地域の魅力・ 課題をも と に・ ・ ・

茨小校区のこ れから 、
やり たいこ と ・ でき るこ と を話し 合おう
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第２ 回

2019年10月23日（ 水） 19 :0 0-21 :0 0

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

こ れから のより 良い茨小校区づく り に向けて

知ろ う ・ 話し 合おう

［ 茨小校区 ］

お席のご案内

開会時の

お席は自由
です

途中から ５ つの班に分かれて話し 合います。

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］



●少子高齢化に伴う人口減少や人口構造の変化

●自治会加入率の低下（約６０％）

●高齢化による担い手不足

●人々の価値観の変化

●ライフスタイルの多様化

【背景】

●核家族化、単身世帯や共働き世帯の増加

●自治会等の役員就任への負担感

●地域活動に対する負担感

【現状（課題）】

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

ワーク ショ ッ プ開催の目的

【影響】

●自治会等への未加入や脱会

「安全・安心で住みよいまちづくり」

●防犯、防災、福祉、環境などの自治会機能が縮小

への影響が懸念される。

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］



■ワークショップ対象及び目標

〇地域自治組織結成校区

地域コミュニティ基本指針

⇒「地域が主体的に行う取組」の一つである

「協議の場づくり」として実施。

〇地域自治組織未結成校区

地域コミュニティ基本指針

⇒「地域が主体的に行う取組」の一つである

「地域自治組織づくり」として実施。

目標「人材の育成、地域活動の活性化」

目標「担い手の充実、活動への参画」

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

〇地域自治組織づくり

各地域組織が、各々、単独で活動

⇒ 地域力が有効に機能している？

これを避けるためには

⇒ 地域に関わる団体の調整機能が必要

【期待される効果】

幅広い活動内容の充実や多様な担い手の確保

「地域の結束力が高まる」

組織間の連携・協働を促す機能を担う統括的組織

「地域自治組織」づくりを推進！！



ワーク ショ ッ プ
全３ 回の流れ

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

第１ 回 お互いのこ と を知ろ う 9 /1 3 （ 金）

第２ 回
茨小校区のこ れから 、 やり たい

こ と ・ でき るこ と を 話し 合おう 1 0 /2 3（ 水）

第３ 回
こ れから 取り 組みたいこ と を

整理、 確認し よう
1 1 月

今回

本日の目的

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

茨小校区のこ れから 、
やり たいこ と ・ でき るこ と

を 話し 合おう

1 9 :0 0 - 趣旨説明など

1 9 :1 0 - グループ分け・ 自己紹介

1 9 :2 5 - ［ グループワーク ］ 茨小校区のこ れから

2 0 :1 5 - ［ グループワーク ］ 活動・ 取組アイ デア出し ］

2 0 :4 5 - 全体で話し たこ と ・ 感想を 共有

2 1 :0 0 - 閉会

前回話し 合っ たこ と や
アン ケート 内容、 地域

データ も ふまえて



地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

1. みんなの話は反対せずフムフムと聞こう

2. 自分の話は簡潔にサクサクと話そう

3. 思っていることをドンドン出そう

4. みんなで力を合わせてワイワイ盛り上がろう

5. 楽しくニコニコと参加しよう

グループにはフ ァ シリ テータ ーと 呼ばれる 、 話し 合いのサポート 役がいます。
（ 話を し やすい場にし たり 、 整理し たり 、 よ り 良い話し 合いを 促す人です

話し 合いで大切にし たいこ と

グループ分け

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

ミ ニゲーム： ５ つのこ たえ

１ つ、 質問をし ます。

理由も 考えながら 、 「 私はこ れ！」
と いう 答えの番号のグループに

移動し てく ださ い。

周り の人数も みながら 、 別の答えに変えよう かな・ ・ ・
も OK！



地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

秋と いえば！？

①食欲・ 味覚の秋

②スポーツ・ 運動の秋

③読書の秋

④アート ・ 芸術の秋

⑤私なり の秋（ その他）

グループに分かれて話そう

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

自己紹介

①所属団体・ 名前

②答えを 選んだ理由・ エピソ ード

③「 実は・ ・ ・ 私・ ・ ・ 」



地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

茨小校区のこ れから を考え・
話し 合おう

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

こ れから に向けてみんなで一緒に
取り 組んでいく 活動アイ デア出し

私に
私の所属し ている 団体や役で・ ・ ・

私が

私の所属し ている 団体や役で・ ・ ・

私が

私の所属し ている 団体や役で・ ・ ・
地域を みていて・ ・ ・ 誰かが・ ・ ・

・ 深く 考えず、 たく さ んアイ デアを 出し まし ょ う
・ ３ つの円の真ん中が大事。 それぞれのアイ デアから 話し 合っ てみまし ょ う 。

さ き ほど 話し 合っ た

茨小校区のこ れから に向けて



みんなで地域づく り をやっ ていく ための

話し 合い・ 対話の場の工夫

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

①アイ スブレ イ ク （ 場を 和ませる ・ 柔ら かく する ） を 兼ねた

グループ分け・ 自己紹介
• 知っ ている仲でも 自己紹介（ 前回に続き ）

• さ ら にその人のこ と を知るき っ かけにする自己紹介の工夫
• グループごと にテーマを 決めない場合のごちゃ まぜになる

グループ分けの工夫

②その場にある も ので工夫
• A4 と A3 白紙やペンがあれば十分

• 意見は書いて、 見える化すると わかり やすい・ 整理し やす
い・ 共通認識を 持つこ と ができ る。

→ホワイ ト ボード ・ 黒板・ 模造紙があると いい。

→書く 人を 決める（ 毎回交代でも いい）

前回ご紹介し たも のにプラ スα、 本日は・ ・ ・

次回（ 第３ 回） 予定

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

2 0 1 9年11月 日（ ）
時 ～ 時

今日話し 合っ た、 こ れから の茨小校区と
活動・ 取組アイ デアをも と に、

こ れから 取り 組みたいこ と を
整理、 確認し よう



参 考

2 0 1 9 年度実施
「 茨木市地域コ ミ ュ ニティ 活性化に関する
アンケート 結果（ 速報） 」

から 一部紹介

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

調査概要
・ 調査対象： 茨木市内の自治会長、 地域協議会役員・

コ ミ ュ ニティ セン タ ー役員
・ 調査票送付数： 8 7 5 人
・ 回答者数： 5 2 2 人 回収率： 5 9 .7 %
・ 調査時期： 2 0 1 9 年8 月～9 月
・ 調査方法： 郵送によ る 送付・ 返送

1

活動し ていて感じ る 茨小校区の魅力に関連し て・ ・ ・

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］参考（ アン ケート から ）

20 1 9年度実施「 茨木市地域コ ミ ュ ニティ 活性化に関するアンケート 調査B」 集計速報から

問８ あなたの住む、 または、 活動する 地域に愛着を 感じ ていますか。

茨木市全体 茨小校区

2



活動し ていて感じ る 茨小校区の魅力に関連し て・ ・ ・

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］参考（ アン ケート から ）

20 1 9年度実施「 茨木市地域コ ミ ュ ニティ 活性化に関するアンケート 調査B」 集計速報から

32.3

34.1

66.6

21.9

52.9

13.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

景観・まちなみ

自然・風景

地域の人々とのつながり

文化・歴史・伝承

地域のお祭りなどの地域行事

その他

［%］

n=452

問９ 自分が住む、 または、 活動する 地域のど のよ う なと こ ろ に愛着を 感じ ますか。

茨木市全体 茨小校区

3

活動し ていて良かっ たと 思う こ と ・ でき ごと に関連し て・ ・ ・

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］参考（ アン ケート から ）

20 1 9年度実施「 茨木市地域コ ミ ュ ニティ 活性化に関するアンケート 調査B」 集計速報から

問５ あなたは、 地域住民の交流・ 連携が進んでいる と 思いますか。

茨木市全体 茨小校区

4



活動し ていて感じ る 課題・ 活動の悩みに関連し て・ ・ ・

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］参考（ アン ケート から ）

20 1 9年度実施「 茨木市地域コ ミ ュ ニティ 活性化に関するアンケート 調査B」 集計速報から

問1 5 -2 地域コ ミ ュ ニティ 活動に参加する よ う になっ た「 き っ かけ」

茨木市全体

5

活動し ていて感じ る 課題・ 活動の悩みに関連し て・ ・ ・

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］参考（ アン ケート から ）

20 1 9年度実施「 茨木市地域コ ミ ュ ニティ 活性化に関するアンケート 調査B」 集計速報から

問1 5 -2 地域コ ミ ュ ニティ 活動に参加する よ う になっ た「 き っ かけ」

茨小校区

6



活動し ていて感じ る 課題・ 活動の悩みに関連し て・ ・ ・

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］参考（ アン ケート から ）

20 1 9年度実施「 茨木市地域コ ミ ュ ニティ 活性化に関するアンケート 調査B」 集計速報から

問1 9 取り 組んでいる 課題 ②高齢化によ り 、 地域活動に参加でき る 人が減少し ている

茨木市全体 茨小校区

7

活動し ていて感じ る 課題・ 活動の悩みに関連し て・ ・ ・

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］参考（ アン ケート から ）

20 1 9年度実施「 茨木市地域コ ミ ュ ニティ 活性化に関するアンケート 調査B」 集計速報から

問1 9 ③役員の負担が大き く 、 担い手がいない

茨木市全体 茨小校区

8



活動し ていて感じ る 課題・ 活動の悩みに関連し て・ ・ ・

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］参考（ アン ケート から ）

20 1 9年度実施「 茨木市地域コ ミ ュ ニティ 活性化に関するアンケート 調査B」 集計速報から

問2 0 所属し ている 地域組織の活動において、 様々な年代の地域住民の方々が参加し

ていただける よ う な工夫を さ れていますか。

茨木市全体 茨小校区

9

地域団体や住民と 一緒にと り く みたいこ と ・ 連携し たいこ と ・
助けて欲し いこ と に関連し て・ ・ ・

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］参考（ アン ケート から ）

20 1 9年度実施「 茨木市地域コ ミ ュ ニティ 活性化に関するアンケート 調査B」 集計速報から

問６ あなたは、 各地域組織の連携が進み、 地域コ ミ ュ ニティ が活性化し ている と 思い

ますか。

茨木市全体 茨小校区

10



地域団体や住民と 一緒にと り く みたいこ と ・ 連携し たいこ と ・
助けて欲し いこ と に関連し て・ ・ ・

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］参考（ アン ケート から ）

20 1 9年度実施「 茨木市地域コ ミ ュ ニティ 活性化に関するアンケート 調査B」 集計速報から

問７ あなたは、 地域住民が自ら 地域づく り を 進めよ う と する 意識が高まっ ている と 思

いますか。

茨木市全体 茨小校区

11

地域団体や住民と 一緒にと り く みたいこ と ・ 連携し たいこ と ・
助けて欲し いこ と に関連し て・ ・ ・

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］参考（ アン ケート から ）

20 1 9年度実施「 茨木市地域コ ミ ュ ニティ 活性化に関するアンケート 調査B」 集計速報から

問1 6 -1 所属する 組織の活動にあたり 、 他の団体や組織と 連携・ 協働する こ と はあり ま

すか。

茨木市全体 茨小校区

12



地域団体や住民と 一緒にと り く みたいこ と ・ 連携し たいこ と ・
助けて欲し いこ と に関連し て・ ・ ・

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］参考（ アン ケート から ）

20 1 9年度実施「 茨木市地域コ ミ ュ ニティ 活性化に関するアンケート 調査B」 集計速報から

問1 6 -2 ど のよ う な団体や組織と 連携・ 協働し ていますか。

茨木市全体

13

地域団体や住民と 一緒にと り く みたいこ と ・ 連携し たいこ と ・
助けて欲し いこ と に関連し て・ ・ ・

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］参考（ アン ケート から ）

20 1 9年度実施「 茨木市地域コ ミ ュ ニティ 活性化に関するアンケート 調査B」 集計速報から

問1 6 -2 ど のよ う な団体や組織と 連携・ 協働し ていますか。

茨小校区

14



地域団体や住民と 一緒にと り く みたいこ と ・ 連携し たいこ と ・
助けて欲し いこ と に関連し て・ ・ ・

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］参考（ アン ケート から ）

20 1 9年度実施「 茨木市地域コ ミ ュ ニティ 活性化に関するアンケート 調査B」 集計速報から

問1 8 -1 所属する 組織の会員同士が話し 合い、 情報を 共有する 場はあり ますか。

茨木市全体 茨小校区

15

地域団体や住民と 一緒にと り く みたいこ と ・ 連携し たいこ と ・
助けて欲し いこ と に関連し て・ ・ ・

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］参考（ アン ケート から ）

20 1 9年度実施「 茨木市地域コ ミ ュ ニティ 活性化に関するアンケート 調査B」 集計速報から

問1 8 -3 会員同士が話し 合い、 情報を 共有する 場は、 年間、 どの程度、 開催し ています

か。

茨木市全体 茨小校区

16
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第３ 回

2019年11月27日（ 水） 19 :0 0-21 :0 0

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

こ れから のより 良い茨小校区づく り に向けて

知ろ う ・ 話し 合おう

［ 茨小校区 ］

お席のご案内

開会時の

お席は自由
です

途中から ４ つのテーマに分かれて話し 合います。

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］



ワーク ショ ッ プ
全３ 回の流れ

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

第１ 回 お互いのこ と を知ろ う 9 /1 3 （ 金）

第２ 回
茨小校区のこ れから 、 やり たい

こ と ・ でき るこ と を 話し 合おう 1 0 /2 3（ 水）

第３ 回
こ れから 取り 組みたいこ と を

整理、 確認し よう 1 1 /2 7（ 水）

今回

本日の目的

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

こ れから 取り 組みたいこ と
を 整理、 確認し よう

1 9 :0 0 - 趣旨説明・ 前回の振り 返り など

1 9 :0 5 - グループ分け・ アイ スブレ イ ク

1 9 :1 5 - ［ グループ ワーク ］ 活動・ 取組アイ デア具体化

1 9 :5 5 - ［ グループ ワーク ］ 活動・ 取組の整理・ 優先順位

2 0 :3 5 - 全体で共有

2 0 :5 0 - こ れから に向けて

2 1 :0 0 - 閉会（ アン ケート のお願い）



地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

1. みんなの話は反対せずフムフムと聞こう

2. 自分の話は簡潔にサクサクと話そう

3. 思っていることをドンドン出そう

4. みんなで力を合わせてワイワイ盛り上がろう

5. 楽しくニコニコと参加しよう

グループにはフ ァ シリ テータ ーと 呼ばれる 、 話し 合いのサポート 役がいます。
（ 話を し やすい場にし たり 、 整理し たり 、 よ り 良い話し 合いを 促す人です

話し 合いで大切にし たいこ と

前回の話し 合っ た内容の確認

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

茨小校区の将来像

• 活動に参加し てく れる人が増える

• コ ンセプト がある（ 文化がある）
• 子どもが元気に暮らせる
• イ ンフ ラ の整備
• 災害に強い

• も っ と 地域の繋がり が深いまちへ
• 商店街がにぎやかになっ てほし い
• 地域活動の活性化

• 子ども が暮ら し やすい茨小校区へ
• 役員の負担軽減
• 交流の場・ 機会を増やす
• 活動でき る組織にし たい

• 団体・ 人材のネッ ト ワーク
• 自治会の加入促進
• 安全・ 防災
• 安心・ 安全なまちに「 近づく 」

• 子ども ～高齢者まで住み良いまち
• 居住と 賑わいのエリ アのバラ ンスが

取れたまち

詳細は別紙まと めを ご覧く ださ い

５
つ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
出
た
意
見
の
ま
と
め

① 子ども も 高齢者も 元気な茨小

校区

② 安心・ 安全な（ 災害に強い）

茨小校区

③ 住みやすく 、 賑わいのある茨

小校区

④ つながり が深く 、 地域活動・

自治組織が活発な茨小校区



グループに分かれて話し 合おう

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

前回話し 合っ た内容を も と に
整理し た４ つのテーマに分かれて

取組・ 活動を話し 合い、 整理し よう

１ 班 子ども も 高齢者も 元気な茨小校区

２ 班 安心・ 安全（ 災害に強い） な茨小校区

３ 班 住みやすく 、 賑わいがある茨小校区

４ 班 つながり が深く 、 地域活動・ 自治組織が

活発な茨小校区

グループでアイ スブレ イ ク

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

今回は道具を使っ てみまし ょ う ！
「 カ タ ルタ 」 で話し 合いを

始めよう ！

1 . まず全員が名札を書いて自己紹介（ 簡単に）

2 . カ タ ルタ を使っ て、 ひと 周り 、 話をする

3 . 出てきた話をきっ かけに、 活動内容やアイ デ
アを出し 合い、 整理し まし ょ う 。

カ タ ルタ の使い方は前でデモンスト レ ーショ ンし ます！



テーマ
第２ 回で出さ れた

茨小校区のまちの将来像
第２ 回で出さ れた

まちの将来像を実現するためのアイ デア

①

子ども も 高

齢者も 元気
な

茨小校区

• 子ども が元気に暮ら せる
• 子ども が暮ら し やすい茨

小校区へ
ーーーーーーーーーーーーー
• 子ども ～高齢者まで住み

良いまち

●子ども たちが中学進学を理由に疎遠になら ないよう に
• 小中一貫校は制度的に難し いが、 視野に入れても ら いたい
• 子ども たちが繋がれる、 何か工夫が必要
●空地・ 空き家を有効活用し たまちづく り が必要
• 高齢者の居場所や若い世代の集いの場と し て活用し てみて

はどう か

②

安心・ 安全

な（ 災害に
強い）

茨小校区

• イ ンフ ラ の整備
ーーーーーーーーーーーーー
• 災害に強い
• 安全・ 防災
ーーーーーーーーーーーーー
• 安心・ 安全なまちに「 近

づく 」

●区画整理の見直し
• 道路の見通し が悪い箇所など、 区画整理のレベルから 見直

せないか
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
• 避難訓練が年々レベルアッ プし ている。 専門家と も 連携し

ている。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
• 組織同士の協力が大切
• お互いの顔が見える関係づく り を進める
●防犯活動の継続
• 防犯制度と 巡視員制度を統合し 、 大きく できないか→１ つ

のまちぐ るみの組織づく り をする（ 縦割り はダメ ）
●交通安全講習
• 「 ながら スマホ」 の撲滅に向けた中高生向け解説
• 毎年変わる自治会役員向けに「 交通ルールの説明会」 「 オ

レオレ詐欺実例の講習会」

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

こ れから 取り 組みたいこ と を 考える ための

整理シート

テーマ
第２ 回で出さ れた

茨小校区のまちの将来像
第２ 回で出さ れた

まちの将来像を実現するためのアイ デア

③

住みやすく 、
賑わいがある

茨小校区

• 商店街がにぎやかになっ
てほし い

• 居住と 賑わいのエリ アの
バラ ンスが取れたまち

●商店街で今回のよう なW Sを開催する
• まずは現状認識の共有から 始めて、 市と 商店街と の

つながり を徐々に深めていく
• 市は広い視点を持ち、 個人商店をどう 守っ ていく の

か考えていく 必要があるのでは

●安全安心な歩行環境をつく る
• 駐輪場をつく る必要があるのでは

人口減少の中でも ・ ・ ・
●今の治安を維持する
●子育て環境を維持する
●他地域の人を受け入れる風土の維持する

［ まちのコ ンセプト づく り ］ に向けて
●住みたいまちラ ンキング上位を目指す
●SDGｓ に取り 組む

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

こ れから 取り 組みたいこ と を 考える ための
整理シート



テーマ
第２ 回で出さ れた

茨小校区のまちの将来像
第２ 回で出さ れた

まちの将来像を実現するためのアイ デア

④

つながり が

深く 、 地域
活動・ 自治

組織が活発

な茨小校区

• 活動に参加し てく
れる人が増える

• 自治会の加入促進
ーーーーーーーーーー
• 役員の負担軽減
ーーーーーーーーーー
• も っ と 地域の繋が

り が深いまちへ
• 交流の場・ 機会を

増やす
• 団体・ 人材のネッ

ト ワーク
• 地域活動に参加し

やすい校区へ
• 地域活動の活性化
• 活動でき る組織に

し たい

• 自治会になかば強制的に入会し ても ら う

• 自治会の良さ は入っ てから 徐々に感じ ても ら う
• 地震などピンチを上手に使っ て、 自治会の意義や良さ を アピールする
• ワンルームをたてたオーナーが責任を も っ て自治会加入を すすめる
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
• 会長を 輪番制にするこ と で、 参加意識を高める。 ⇒組の中での支援や、

前会長も 役員と し て残るなど、 会長を 支える体制ができている。
●も っ と 気軽に町の役につける仕組みへ
• 自治会の規約や役割など、 一度整理し てみると 良い。 その整理を自治

会の垣根を 飛び越えて交流し ながら 見出し てみる
• 自治会の組織体を小さ く し たり 、 統合し たり し てみる

●自治会の役員参加のメ リ ッ ト を作る
• 人は何かイ ンセンティ ブがないと 動かない。 税金の免除や補助などの

イ ンセンティ ブが必要
• 気安く 一緒に参加できる活動を増やすこ と が必要（ 凧揚げなど）
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

●地域活動の見える化
• 各種団体の年間活動を共通の「 通信」 などで発信
• 情報整理を するこ と を通じ て、 団体間の交流も 進むこ と が期待でき る
●まずは共有から はじ める
• 一緒に活動すると し ても 流儀が違う 。 まずは情報共有から はじ める。

• 災害の時は共有でき る。
●地域活動に参加し やすい
• 楽し みながら 一人一役できるよう な仕組み
• PTA経験者は頼めば動いてく れる人。 子ども が中学を 卒業すると 切れ

るので、 高校・ 大学の間のつなぎを考える

• PTAのOBが集まれる場を つく ろう
• 新たに活動に参加する方に自由に取り 組めるよう にする。 新し い発想

を 止めない。

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

こ れから 取り 組みたいこ と を 考える ための

整理シート

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

みんなで取り 組んでいく 活動
アイ デアの具体化（ 参考）

私に
私の所属し ている 団体や役で・ ・ ・

私が

私の所属し ている 団体や役で・ ・ ・

私が

私の所属し ている 団体や役で・ ・ ・
地域を みていて・ ・ ・ 誰かが・ ・ ・

３ つの円の真ん中が大事。 それぞれのアイ デアから 話し 合っ てみまし ょ う 。

各グループのテーマの茨小校区

実現に向けて



地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

活動を 整理
優先順位を 考えてみよう

各グループで出し 合っ た活動・ 取組アイ デアのう ち

• 比較的すぐ に実現でき そう なも の
• 緊急度が高く 、 すぐ に取り 組んだほう

がいいも の

について、

グループごと に優先順位を 考えて、 模造紙に整理
し て書き 出し てみまし ょ う 。

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

グループでの話し 合いは

2 0時35分まで

• 話し 合っ た内容
• ３ 回のワーク ショ ッ プに参加し ての感想

を 発表し てく ださ い。

１ 班３ 分以内
（ 時間厳守でお願いし ます ^  - ^ ）



みんなで地域づく り をやっ ていく ための

話し 合い・ 対話の場の工夫

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

①アイ スブレ イ ク （ 場を 和ませる ・ 柔ら かく する ） の工夫
• 自己紹介は簡単でも 毎回（ その日の気分など、 日によっ て

参加する姿勢や気持ちが違う ）
• 世の中にはいろ いろ な道具があるので、 ネッ ト で調べて

やっ てみる、 使っ てみると よい。 （ 新し いこ と ・ 楽し める
要素があると 会議も 盛り 上がる）

②話し 合い・ 意見を 整理し 共有する ために
• 話し 合い、 整理し たいこ と を 、 予め下敷き と し て表や項目

を 出し て配布すると 、 話し たいこ と に集中し て話し 合いや
すい。

• 書いた内容はそのまま報告と し ても 使える（ 記録づく り も

地域活動では大変・ ・ ・ ）

前回ご紹介し たも のにプラ スα、 本日は・ ・ ・

こ れから に向けて

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

３ 回のW Sを通し て話し 合っ た
• 茨小校区の課題や将来像
• そのためにみんなで取り 組んでいきたいこ と

（ まと めは後日作成し て、 お渡し し ます）

そのために必要な担い手や組織についても 考え、
決めていく 必要があり ます（ よね？）

引き 続き 話し 合っ ていく ためには
どう し ていき まし ょ う か？



ワーク ショ ッ プ参加アンケート

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

［ 茨小校区 ］

最後に・ ・ ・

３ 回のワーク ショ ッ プに参加し ての
ご感想やご意見を お伺いする
アンケート にご協力お願いし ます。


